
 

 

教師を目指す学生による｢学生文化｣｢学校文化｣の創造と 
新たな｢学生と学校のＷｉｎ－Ｗｉｎの関係｣の構築 

 

東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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ウィークリーＳＰ活動のようす～１０月～ 
 

 １０月も各小中学校で多くのＳＰさんが活動しています。２学期は学校行事も多い上に、勉強も難しく

なってきます。加えて、子どもたちも新しいクラス・先生に“慣れ”てくる時期です。みなさんが担任を

持った時、そんな時期をどう乗り越えていきますか……？ＳＰさんはいろいろなクラス・学年に入る機会

がたくさんあると思います。それぞれのクラスの様子、先生方の指導を見られることはＳＰ活動の一番の

醍醐味です。現場で感じるみなさんの「あれ？」という感覚を大切に、活動を充実させてもらえたらと思

います。何人か、活動の様子を見させていただいたので、通信を通して共有したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年生のＳＰさんに会った時、よくする話があります。それは、「残り半年、ぜひ大学生の時にしかで

きないことをたくさんしてね。」ということです。友達と遊ぶこと、さまざまな分野の人・場所と出会う

こと、旅行（特に海外）に行くことなど、どんなことでも良いと思います。その一つ一つの経験が、４月

からの教員生活（社会人生活）で武器になります。「やりたい！」と思った時にすぐに動けるこの時期は

貴重です。ぜひいろいろな所に出かけて、大学生の時に感じたことを大切にしてもらえたらと思います。

ＳＰ活動を通して教師の仕事について知ったり、児童理解を深めたりすることも大きな糧になると思い

ますが、「やりたい」「やってみたい」気持ちに従って動いてみることも同じくらい意味のあることだと思

います。やりたいことにチャレンジして、“ワクワク”・“キラキラ”と楽しんでいる大人の姿を、子ども

たちに見せてもらえたらと思います。残り半年、目一杯大学生活を満喫してくださいね！ 

 


